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Upland farming was doing well formerly in Kakara-shima at Saga Prefecture. But after 
1980s these farming decreased rapidly because of import increase of barley and soybean 
Consequently main industry in this island changed from farming to fishery. And fishery 
especially cuttlefish fishery was doing well during 1990s. But fishery management changed to 
painful as the haul catch of cuttlefish decreased rapidly after 2000s. Therefore the numbers 
of fishery management and the successor of fishery management decreased rapidly. 
On the other hand there are many pure nature resources and many old men and women are 
in good health in this island. In these points we can find out the possibility of reconstruction 
of this island. 
キーワード (Keywords) 玄界灘小島腕(SmallIslands in Genkai Sea)、加賭島(Kakara-shima)、農
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世帯類型 世帯数 世帯員数 備考内訳
漁業(世帯主が漁業ないし主として漁業) 26 82 
専業 14 うち




教員 16 25 
単身 12 12 
夫婦とも教員 4 13 
独居老人(74歳以上)(うち女性) 12(10) 12(10) うち見漁業世帯が2つ
高齢夫婦(世帯主69歳以上) 9 18 うち冗漁業世帯がブつ
サフ1)ー マン 10 37 
無職 2 4 
高齢姉妹(87萄77歳) 2 
際部 3 
合計 77 183 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































正規職員 うち 島外から 1¥ー ト うち島内者 の透勤者 職員数 E言内苦言
定期船 6 5 
製海工場 3 2 3 3 
小中学校 2 2 (用務員)
漁協支所

















































高齢夫婦 23 魚加工場パ…ト(70)24 製塩工場パート(66)



















































































































































1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 
歯12 加窟島への観光客数と宿泊者数の推移
はliI汗しかなかったが、 1999年以降宿泊者数が














玄界灘小jJi鎖社会の持続的展IJI1条件(その2) 加fSj与を対象にして 13 
供たちを招きホームステイを行うものであった。
そしてその後も、多様な形で生誕祭を継続し
て開催している。
(4)構圏観光
力DJ苦j誌は「椿の島jを襟椋し、橋閣を観光の目
玉のーっとして重視しているが、しかし実擦は、
椿留を見に来る観光客は少ない。それは、私の
経験から、以下のようないくつもの難点がある
からと考える。すなわち、まず定期船の出入り
する、港(加唐港)から格闘までの距離は片道3km
ほどあり、目下のところ資自転車などないため、
歩いて行かねばならないことから、それだけの
体力と時間を覚悟した準備が必要である。また、
舗装されI[も通れる立派な道路が通じているが、
しかしアップダウンがあり、また曲がりくねっ
て先の見通しが利かない箇所が多いため、椿固
までは 1I時間ほど掛かるのであるが、初めての
者にとっては、帰りの船の時間との関係も考慮
しつつ、往復でどのくらいの時間が掛かるかの
情報も十分でないため、行くか止めるかの決断
に迷う。さらには、椿は烏全体の至るところに
自生しているが、そのrl:1で椿関だけがとりわけ
整備されているわけではないため、椿国の所在
が必ずしも明確で、はなL、。 関連して、椿留まで
の道)1摂表示が必ずしも明確でないため、曲がり
くねった、先の見通しのきかない道路を歩く者
にとって現在位置がよく分からず、歩行者は不
安を持って歩かざるを得ない。
こうした、多くの改善課題が考えられるが、
この点は「提言jの項目に譲る。
11 .提雷
( 1 )農業問題
①イノシシ対策
作物生産上の目下の最大の問題はイノシシ被
害であるため、それにいかに対応するかが課題
である。制度上は島に農振農用地指定地域がな
いため、中山間地域等直接支払制度によって防
護策を張り巡らす等の対応は不可能だが、島内
での野菜等の購入が困難なため野菜等の島内生
産が日常生活上必要不可欠なものであるだけで
なく、土をいじり体を動かすことが高齢者の健
康維持上からも有意義であることから、上記制
度とは異なる補助対策や、これまでの制度を越
える特別策がないかの検討が求められる。
②作物生産の拡大と販売
2010年度から本土の呼子i可内に島の特産物も
販売する直売所が開設されたのを契機に、水産
物だけでなく、今でも栽培・出荷されているツ
ワブ、キや乾操ダイコンなどの農産物の生産を拡
大していくことが可能である。組織的にも現在
でも漁協組合員20名を上回る21名の農協組合員
がし、ることは、そのための集団的・組織的支え
となる。農協組合員21名が組織的・集団的に作
物生産・販売に力を入れ、作物生産の減少傾向
をi逆転させ、作物栽埼を農業生産のレベルまで
持っていける可能性がある。
そして、これらのことを主に担うのはこれま
で通り高齢者であるが、この点でも増え続ける
高齢者にはますます出番が回ってくる。
(2 )椿油の製造(加工ト販売と観光麗での椿閤
の整備
①椿油の製造(加工)
本島の梼~Il!が良質であることから、すでに始
まった宣伝と新商品の開発をさらに進める必要
があろう。新・!日商品の拡大は、あせらず少し
ずつでよいが、加}吉島等産の椿の突を購入して
加工・叛売している呼子の業者による椿ilの商
品がジャスコ唐津屈の地元商品コーナーにも置
いである(島独自開発商品は置いていなしけこと
や、玄海町内のi昆泉施設に併設された自に長崎
県福島産の椿油が、内容成分や利用(頭髪・化粧・
調理)方法を示して販売されていることなどが参
考となる。
②椿題観光の推進
島全体が椿と言っても、そのままで観光客が
来るわけではない。整備し受け入れる体制を整
える必要がある。そのためにまず必要なのは、
闘の整備である。目下、放置された状況を杏め
ない。椿は寒措だけでなく夏椿もあり、形や色
の異なる品種が意外と多い。自下、加唐島の椿
は自生種が多いため、ほとんど寒椿であるが、
観光客を集めるには、まずは代表的ないくつか
の品種を道端に植栽し、名札を付けてその速い
を知らしめることである。そして、品種をさら
に増やしていき、多くの品種が見られ、またそ
れらを確かめつつ学習することができるように
するとよい。そうすれば、「椿を見て学べる」と
いうことが広まり、構-花井ファンや子供を伴っ
た家族が見に来る。また定期的に椿園ウオーク
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を実施したり、椿油搾り体験も取り入れたりも
したらどうだろうか。
そのためにも、道艇を明確にした道路標示が
求められる。
なお、道路標示は初めての人を対象に、道1日、
舗装・非舗装状況、距離、所要時閥、近道と速道、
目印などが分かるように、丁寧な表示が必要で
ある。
③椿園の整備と合わせた大泊集落の観光化
椿留は島の北側の大泊港に近いため、せっか
く時間を掛けて椿閣に行ったついでに、また行
きも帰りも同じ道でなく、帰りは大泊港経由で
ってくるという経路もあるため、その途中に
ある大泊港付近に観光客が寄れる場所を作ると
いう考えも成り立つ。なお、その場合は、大治
港経由の道が狭く険しいため、多少の手入れと
案内・表示の追加が必要となる。また大泊で何
を見せるかも重要である。ただ大泊港と大泊集
落をただ素通りするだけなら、当集落にとって
は迷惑以外の何物でもない弊害ともなることも
危慎されるので、慎重な検討が欠かせない。
(3)高齢者の役嵩(出番)
加唐島の高齢者の出番として、以下の点が指
摘できょう。
1つは、歴史の生き証人として股史を伝え、
あるいは残す役割である。加唐島の陛史に関す
る資料や言い伝えは少ない。特に現代史がよく
分かつていない。戦後の島の産業史の中心は漁
業史だが、これがまとめられていない。
そこで、年記の漁師を含めた歴史研究会を組
織し、戦後漁業史とその関連史、あるいは生活
史などをまとめる必要がある。生活史に関して
は、高齢者の誰もが担い手となりうる。
なお、このような組織の結成には、下記のよ
うに学校の教員などが関わり、また、歴史の聞
き取り作業には中学生などを巻き込んでもいい。
生徒が歴史をまとめる作業の一部を「体験Jする
ことによって、自分たちの高の歴史をより深く
理解することは、自らの誇りにつながり、今度
は自分が他に伝えることなどを通して、将来た
とえ島外で暮らすにしても、本人の人生上の血
となり肉となっていくものと思われるからであ
る。
また、戦前・戦後の産業・生活をうまく語れ
る吉老に、中学校の総合学習の一環としての授
業をやってもらうのも一方法である。これその
ものがまさに高齢者と教員と生徒の共同作業で
もあるし、それを今後さらに深める取り組みに
発展させていくことも可能であろう。
2つ目は、上述のように、作物生産の担い手
としての役割である。それは、自給的なもので
も島だからこその特有の意義を持つ。それは、
本土から離れているため、島の高底での野菜類・
芋類の十分な購入が不可能に近いため、野菜類
の自給的生産は日常生活上、必要不可欠な、い
わば良衛的な支えとなっているからである。そ
の意味では、見かけ上は同じでも、本土のわれ
われの家庭菜園とは意味する役割・性格が異な
り、島だからこその特別重要な意味を持ってい
る。
また関連して、高齢者は、熟練した作物栽培
方法(農法)をその下の世代に伝えていく必要が
ある。
さらに、作物生産・土いじりは、たとえ自給
的、小規模、販売なしであっても、高齢者の健
康保持のための日常運動の重要な一環をなして
いることである。いわば、「健康の秘訣は畑仕事J
ということである。
(4)島の自然・社会を生かした観光
島の自然や社会の特徴は、それぞれ島によっ
て異なる。加唐島の特徴は、良質な魚釣り場、
複雑な道路、奥深し、U-l(丘)、さらには台地上の
淡水油の存在などである。これらは島民の宝で
あり財産で、もある。
もし、これらを活かした観光を考えるとした
ら、以下のようことが考えられる。
①複雑な道路を活かしてf迷路の島Jr冒険の島」
と銘打って、小中学校間交流(島学校)のとき
に、椿圏までのf迷路を歩く J催しをしたり、
一般の子供たちを対象にしたイベントを行
なったりすることはできないだろうか。
②淡水池を利用して、同様にf海の魚もJ11の魚、も
釣れる加鹿島jと銘打ったイベントはできない
だろうか。
この①、②において活躍するのが小中学校の
児童・生徒であることは言うまでもない。しかし、
そのためには、鳥の子供自身がこのような自分
の島の特徴を熟知していなければならない。そ
のためには高齢者や家族員や学校教師の役割も
大きい。
玄界灘小島唄社会の持続的展開条件(その2) 一力1腐烏を対象にしてー
③釣り客を増やすための、釣り場の整備や簡易
宿泊所の設置なども検討に値する。
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